
挿 図 番号 遺構 番 号 平　 面　 形

規　　　 模 （m ）

長 軸 方 向 断　 面　 形 備　　　　 考

長 径 短 径 深 さ

第 262 図 S K　 6 長　 方　 形 1 ．15 0 ．8 8 0 ．50 N － 7 00－ W U　 字　 形

ク S K　 7 不 整 方 形 2 ．6 0 2 ．，0 0 0 ．3 0 　 N － 7 60－ W

J

皿　　　 形

ク S K　 8 隅 丸 長 方 形 4 ．8 5 2 ．2 5 0 ．4 5 N － 180－ E U　 字　 形

第 26 3 図 S K　 9 隅 丸 方 形 3 ．65 3 ．18 0 ．3 4 N － 21 0－ E 逆　 台　 形

第 26 4 図 S K l O 円　　　 形 1 ．10 － 0 ．30 ク

ク S K ll 不 整 長 方 形 3 ．0 0 2 ．4 0 0 ．18 N － 12 0－ E ク

ク S K 12 円　　　 形 1 ．55 － 0 ．50 ク

第 26 5 図 S K 13 ク 1 ．30
－

0 ．35 箱　　　 形

ク S K 14 不 整 方 形 2 ．35 2 ．00 0 ．30 N － 18 0－ E 皿　　　 形

ク S K 15 不　 整　 形 1 ．70 0 ．52 0 ．15 N － 55 0－ E 〃

ク S K 16 不 整 長 円 形 2 ．63 0 ．85 0 ：12 N － 76 0－ W ク

第 2 66 図 S K 17 不　 整　 形 2 ．03 1 ．70 0 ．20 N － 25 0－ E ク

ク S K 18 長　 円　 形 1 ．04 0 ．90 0 ．11 N － 60 0－ E ク

ク S K 19 ク 0 ．90 0 ．68 0 ．15 N － 50 0－ E ク

ク S K 20 ク 0 ．9 5 0 ．48 0 ．12 N － 8 10－ W ク

ク S K 21 ク 、0 ．9 0 0 ．6 5 0 ．80 N － 1 00－ W U　 字　 形

ク S K 22 瓢　 箪　 形 2 ．8 5 0 ．8 5 0 ．36 N － 7 00－ W 皿　　　 形

第 267 図 S K 23 不 整 方 形 1 ．10 0 ．7 5 0 ．＿1 5 N － 1 10－ W 〃

ク S K 24 長　 円　 形 1 ．0 0 0 ．8 5 0 ．3 0 N － 9 00－ E 箱　　　 形

ク S K 2 5 隅 丸 長 方 形 0 ．90 0 ．6 0 0 ．1 0 N －　 7 0－ E 皿　　　 形

ク S K 26 不　 整　 形 1 ．7 0 1 ．0 0 0 ．0 8 N － 2 50－ E ク

ク S K 27 ク 2 ．0 0 1 ．2 0 0 ．4 0 N － 7 80－ W ク

ク S K 28 不 整 円 形 0 ．8 5
－

0 ．16 ク

ク S K 2 9 不　 整　 形 2 ．7 0 1 ．7 5 0 ．0 8 N － 160－ W ク

第 26 8 図 S K 3 0 〃 2 ．3 2 2 ．10 0 ．2 8 箱　　　 形

ク S K 3 1 ク 1 ．75 0 ．50 0 ．10 N － 3 50－ W ク

ク S K 3 2 ク 1 ．20 1 ．00 0 ．10 N － 56 0－ W 皿　　　 形

ク S K 3 3 不 整 方 形 1 ．35 1 ．’00 0 ．70 N － 57 0－ W U　 字　 形

ク S K 34 長　 円　 形 0 ．85 0 ．60 0 ．30 N － 25 0－ E ク

ク S K 35 円　　　 形 0 ．80 －
0 ．18 箱　　　 形
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挿図番号 遺構番号 平　 面　 形

規　　　 模 （m ）

長 軸 方 向 断　 面　 形 備　　　　 考
長径 短径 深 さ

第 268 図 S K 36 円　　　 形 0．80 － ・0・16 箱　　　 形

第 269 図 S K 37 長　 方　 形 2．15 0．90 0．35 N － 27 0－E U　 字　 形

ク S K 3 8 ク 1．20 0．50 0 ．15 N － 83 0－W 逆　 台　 形

ク S K 3 9 ク 3．75 2 ．00 0 ．20 N － 68 0－W ク

ク S K 4 0 不整長円形 0 ．90 0 ．70 0 ．50 N － 17 0－ E U　 字　 形

第 270 図 S K 4 1 円　　　 形 1．65 － 0 ．35 逆　 台　 形

ク S K 42 帯　　　 状 － 0．78 0．06 N － 710－ E 皿　　　 形

ク S K 4 3 ク ．3．68 0．68 0．12 N － 83 0－W　 － ク

〃 S K 4 4 不 整 方 形 0．93 0．80 0 ．25 N － 70 0－W 箱　　　 形

ク S K 4 5 不整長円形 1．70 1．00 0 ．42 N － 18 0－ E 逆　 台　 形

第 271 図 S K 46 不 整 円 形 1．25 1．10 0．10 N － 270－ E 皿　　　 形

ク S K 47 長　 円　 形 1 ．25 0．75 0．18 N － 20 0－E ク

ク S K 4 8 不 整 方 形 1．00 － 0．14 ク

ク S K 4 9 不整長円形 1．20 0．65 0．57 N － 420－W U　 字　 形

ク S K 5 0 長　 方　 形 － 1．28 0 ．06 N － 220－ E ク

ク S K 5 1 不 整 円 形 － － 0 ．05 皿　　　 形

ク S K 52 長　 円　 形 1．45 0 ．70 0 ．20 N － 300－ E 逆　 台　 形

ク S K 53 不 整 方 形 0 ．80 0 ．70 0 ．20 N － 600－ E 箱　　　 形

第 272 図 S K 54 溝　　　 状 1 ．45 0 ．15 0．05 N － 14 0－E 皿　　　 形

ク S K 55 長　 方　 形 1．13 0．70 0．34 N － 70 0－W U　 字　 形

ク S K 56 不　 整　 形 1．60 0．90 0 ．10 N － 150－ E 皿　　　 形

ク S K 5 7 帯　　　 状 1．75 0 ．65 0 ．05 N － 250－ E ク

ク S K 58 不　 整　 形 1．35 0 ．75 0 ．12 ク

ク S K 59 不整長方形 1．10 ′0 ．68 0 ．16 N － 20 0－E 逆　 台　 形

ク S K 60 ク 1．85 0．75 0．16 N － 70 0－W 皿　　　 形

ク S K 61 帯　 ．状 1．75 0．30 0．07 N － 18 0－E ク

ク S K 62 ク 2．20 0．35 0．10 N －33 0－ E ク

第 273 図 S K 6 3 不 整 方 形 － － 0 ．12 ク

ク S K 6 4 帯　　　 状 4．00 0．36 0 ．14 N － 900－W ク

一／オ／ S K 6 5 円　　　 形 0．98 － 0 ．32 舟　 底　 形
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挿 図番 号 遺 構 番 号 平　 面　 形

規　　　 模 （m ）

長 軸 方 向 断　 面　 形 備　　　　 考

長 径 短 径 ・深 さ

第 2 73 図 S K 66 方　　　 形 2 ．60 1 ．95 0 ．20 N － 14 0－ E 逆　 台　 形
l

ク S K 6 7 ク 3 ．4 5 3 ．05 0 ．30 N － 70 0ニ W 〃
＼

第 2 74 図 S K 6 8 不　 定　 形 2 ．90 1 ．4 1 0 ．10 N － 76 0－ W ク

ク S K 6 9 長　 方　 形 4 ．40 1 ．55 0 ．10 N － 68 0－ W ク

ク S K 7 0 不 整 方 形 2 ．95 1 ．80 0 ．08 N － 13 0－ E ク

ク S K 7 1 不　 整　 形 2 ．85 1 ．55 0 ．13 N － 26 0－ E 皿　　　 形

ク S K 7 2 方　　　 形 3 ．05 2 ．20 0 ．60 N － 21 0－ E U　 字　 形

ク S K 7 3 不 整 長 方 形 2 ．35 0 ．75 0 ．34 N － 67 0－ W 逆　 台　 形
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第56表　包含層出土土器観察表

挿図番号 層位 券　 種

口径

碧 曇歪 形　 態 ・ 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

1 第Ⅲ層
弥生土器

15．2 頸部は滑 らかに外反して立ち、口 口縁部継ぎ足し。口縁部内面パケ
（8．8） 縁部は水平に屈曲する。端部は下

垂 し　 口唇部は面を尤す　 頸部
状原体を羽状文状に押圧し、その

く士璽E 、　　 ロ　　　　 よ　 。＝口下
端に櫛措直線文。頸胴部間に断面

上に2 －3 条の沈線を配す。頚部
外面縦方向　 内面横方向のハケ調

－ 三角形の貼付突帯。 ヽ整。

2 ク ク

25．8 口縁部はラッパ状 に外反する。 内面横方向、外面縦方向のパケ
（5．7） 外面には厚い粘土帯を貼付 し、

端部は下垂する。口唇部は厚 く

面をなす。

調整。

3 ク ク

10．8
（7．1）

球形の体部から口縁部 は強 く外

反する。端部 は上方につまみ上

げ、口唇部は外傾する面をなす。

上胴部に右上が りの列点文をパ

ケ状原体で施文する。

4 ク 〃

18 ．8

（5．0）
口縁部は「く」の字状に外反する。

端部を厚く作 り、口唇部には2条

の凹線文を施す。

頚部内面指頭庄痕。

5 ク
弥生土器

棄

（3．1）

6．2

上げ底状を呈す。

6 ク ク
（6．1）

5．0

下胴部は直線的に外上方 にのび

る。

7 ク ク
（5．5）

5．6

外面パケ調整。

8 ク
弥生土器

高杯

15．6
（11．6） 口縁部は直線的に立ち上がり、下

端に2条の凹線文を施す。

脚部内面左下がりのヘラ削 り。

9 ク

弥生土器

鉢

13．8
（4．3）

口縁部は内面 に稜 をなして屈曲

し、直線的に立つ。端部を下方に

拡張 させ、口唇部には2条の弱い

凹線文を施す。

10 ク 弥生土器
（8．．4） 厚いつ くり。 水平方向の叩目の上を縦方向のパ

ケ調整。

外面煤けている。

11 ク
須恵器

杯

（1．8）

6．4

高さ5 mmの高台で、端部に平らな

面をなす。

器面の摩耗が激しく調整不明。

12 ク 〃
（1．9）

8．0

高さ6 mmの高台で」端部は丸い。 ク

13 ク
須恵器

椀

（2．0）

11．8

高さ8 mmの高台が外に踏んぼる形

で付 く。外底は平らである。

挿図番号 層位 器　 種

口径

慧 曇歪 形　　　　　　　 態 文　 様 ・ 手　 法 備　 考 ．

14 第Ⅲ層
土師質土器

皿

14．8
（3．0） 体部は内湾気味 に立ち上が り、

口縁部 は外反する。端部を細 く
仕上げる。

口縁部内外面 とも横ナデ調整。

体部外面指頭庄痕。
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挿図番号 層 位 器　 種

口径

慧 曇 蓬 形　　　　　　　 態 文　 様 ・ 手　 法 備　　 考

15 第 Ⅲ層
土師 質土 器

杯

1 ．9

5 ．8

体部 は直線 的 に外 上方 に立 つ。 底 部 回転糸切 り。

16 ク ク

12 ．0

3 ．8

5 ．2

体 部 は一旦 外反 し、中位 で内 湾

気 味 に立 ち、 口縁部 はやや外 反

す る。 端部 を丸 くお さめる。

内外面 と もロ クロ ナデ調 整。

17 ク

瓦 質土 器

鍋

18 ．6

（5 ．7）
胴 部 はや や張 り出 し、頸 部 よ り

直 線 的 に外 上方 に立 つ 。内面 頸

部 に稜 を形 成す る。

外面 指頭庄 痕 。

18 ク ク

16 ．0

（4 ．9）
胴 部 は張 り出 し、 口縁部 は垂 直

に立 つ。

内外 面 とも摩 耗 が激 しく、調 整

不明 。

19 〃 ク

20 ．3

（7 ．0）
胴部 は張 り出す。 口頚 部 は垂 直

に立 ち、口縁 部 は外反 す る。 口

唇部 は外 傾す る面 をなす。

外面 指頭庄 痕 。

20 ク 捨 鉢
（6 ．5）

14 ．8

体部 はやや内 湾気 味 に立 つ 。 条線 の単 位数 不明 。 備前 焼。

2 1 ク ・土璽E
6 ．1

13 ．0

体部 は直 線的 に外 上方 に立 つ。 内外 面 ともロ クロナデ調 整 。 ク

2 2 ‘ク

青 磁
16 ．2

（5 ．9）
体部 は内湾 して外 上方 に立 ち、

口縁 部 は外反 す る。端 部 は肥厚

内 外面 雷文 と蓮 弁文 の くずれ と

思 わ れ る文 様有 り。片 切彫 りで
碗

－

し、丸 くお さめ る。 ある。内外 面 と も荒 い貴人 有 り。

23 ク ク

（2 ．0 ）

5 ．2

しっ か り した高 台 で削 りが浅

い。

高 台外側 まで施和 。 一

畳 付 と外底 は露 胎す る。

24 ク ク
（3 ．0 ）

5 ．2

高 さ1 ．5cm の高台 。

器壁 が厚 く、畳付 が狭 い。

高 台 内側 まで施粕 す る。

25 ク ク
（2 ．4 ）

5 ．0

高 さ1 ．3 cm の高 台 で、 や や 外傾

して下 りる。高 台 内面 を浅 く削

り、畳付 は外 面 を削 り狭 くす る。

高 台 内側 まで施粕 す る。

内外面 と も貴人 有 り。

26 ク

白磁

皿

4 ．8

（1 ．5）
体 部 はやや 内湾 して外 上方 に立

ち、 口縁部 に至 る。

端 部 を丸 くお さめ る。

内外面 と も貴人 有 り。

27 ク 碗

11 ．4

（3 ．1）
口縁部 は垂 直 に立 ち、端 部 を細

く仕上 げ る。

ク 伊 万里 系 。

28 〃 皿
（1．8）

4 ．2

高 さ 5 mm の削 り出 し高台 。 体 部下 位 にヘ ラ削 りが残 る。

内面見 込 に砂 目が付 く。

唐 津系 。

2 9 ク 碗
（2 ．6）

4 ．6

高 さ 5 mm の高 台 で、 やや外傾 し

て付 く。 体部 は内湾 して外 上方

に立 つ。

高台 まで内外 面 と も施粕 し、見

込 に 目跡 有 り。

ク
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挿図番号 層位 器　 種

口径

慧 ・曇歪 形　　　　　　　 態 文　 様 ・ 手　 法 備　　 考　‾

30 第Ⅲ層 鉢
（3．7）

10．6

断面逆台形のしっかりした高台

を有す。
体部内面に自象俵。
見込に砂目あり。

唐津系。

第57表　包含層出土石器観察表

挿 図番号 層位 器　 種

最大長

慧 ：讐）重 責望 材　　　　　 質 特　　　　　　　　　 徴 備　　 考

31 第Ⅲ層 砥 石

（10 ．8）

（7 ．3）

2 ．5

2 42 ．5

砂　　 岩 一面 に のみ使用 痕 を残 す。

あ ま り使 い込 まれ てい ない 。

32 ク ク

6 ．6

4 ．0

2 ．0

93 」0

ク 3 面 を使用 してい る。

3 3 〃 ク

11 ．8

3 ．1

3 ．3

12 2 ．5

〃
3 面 を使 用 して い る。

よ く使 い込 まれ てい る。

34 ク 石 臼

（27 ．0）．

（13 ．4）

4 ．2

2200 ．0

ク 5 条 1 単 位 の揺 目 を有 す。

第58表　遺構出土土器観察表

挿図番号 遺構番号 器　 種

口径

慧 曇歪 形　　　　　　　 態 文　 様 ・ 手　 法 備　　 考

35
S B 5

P l
土錘

全　 長 （5．0）

直　 径 1．8

重量（g）15．9

円筒形 を呈す。 土師質。

36
S B 20

P l

瓦質土器

鍋

21．7

7．3
胴部はやや張 り出 し、口縁部は

外反する。口唇部を丸 くおさめ

る。　　　　　　 ／

外面に指頭庄痕。

37
S B 2 6 土師質土器

12．0

3．8
体部はゆるやかに外反するカー

」　」

内外面 ともロクロナデ調整。

P l 杯

6．0

ブで止ち、端部を細 く仕上げる。 底部回転糸切 り。

38
S B 2 9

P l
ク

11．0

4．5

6．0

体部は下位で若干屈曲し、内湾

気味に立ち、口縁部に至る。端

部を丸 くおさめる。

〃
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l

挿図番号 遺構番号

／

器　 種

口径

慧 曇還 形　　　　　　　 態 文　 様 ・ 手　 法 備　　 考

39
S B 30

P l

土師質土器

皿

12．0

3．1
体部は内湾気味に立 ち、口縁部

に至 る。端部を細 く仕上げる。

口縁部内面に稜 を形成する。

口縁部内外面 とも横ナデ調整。

体部内外面 とも指頭庄痕。

40 ク ク

12．0

3．4
体部 は内湾気味に立ち、口縁部

に至 る。端部 を細 く仕上げる。

体部内外面に指頭庄痕。

41 S K 4 ク

11．5

2．7
体部 は内湾気味に立ち、口縁部

に至 る。体部中位が肥厚 し、口

縁端部を丸 くおさめる。

口縁部内外面 とも横ナデ調整。

体部外面指頭庄痕。

挿図番号 遺構番号 器　 種

口径

慧 曇還 形　 態 ・ 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

42 S K 7
須恵器

椀

（1．3）

7．2

高 さ 4 mmの外傾す る高台 が付

く。

内外面回転ナデ調整。

挿図番号 遺構番号 器　 種

口径

慧 曇蓬 形　　　　　　　 態 文　 様 ・ 車　 法 備　　 考

43 S K 9
青磁

盤

（2．2）

‘10．2

小 さく低い高台で、やや内傾 し

て下 りる。

外底まで施粕する。

44 S K ll 溝縁皿
（3 ．8）

3．0

内外面 とも施粕。

見込に砂 目あ り。

唐津系。

45 S K 12 ク

13．0

3 ．6

4 ．0

ク

〃

46 S K 14 碗 3．6

5．0

外底から下胴部にかけて露胎d

見込 に砂 目。

ク

47 ク 捨鉢

33．8

12．7

12．2

体部 は直線的に外上方に立ち上

がる。

口縁部に2 条の凹線あり。

内外面ともロクロナデ調整。 備前焼。

48 S K 22
瓦質土器

鍋

20．4

・（3．3）
胴部 は張 り出し、口縁部はほぼ

垂直 に立つ。

外面 に指頭庄痕。

49 S K 29
青磁

碗

（2．7）

7．2

高 さ1．2cm の高台で、畳付 内外

面を削 り、丸 くおさめている。

高台内側 まで施粕する。

50 S K 36
土師質土器

杯

（1．5）

5．8

内外面 ともロクロナデ調整。

51 ク 〃
（2．7）

5 ．4

体部は直線的に外上方に立つ。 ク
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挿図番号 遺構番号 器　 種

口径

慧 曇還 形　　　　　　　 態 文　 様 ・ 手　 法 備　　 考

5云 S K 39
瓦質土器

鍋

10 ．6

（4 ．1）
胴部か らやや内傾 して口縁部は

垂直に立つ。

口唇部は外傾する凹状をなす。

53 S K 40
土師質土器

皿

5．5

2 ．2

4．0

体部は内湾気味に立ち、口縁部

に至る。端部を丸 くおさめる。

内外面ともロクロナデ調整。

54 ク 揺鉢

32．4

（7．4）
体部は直線的に外上方に立つ。

端部を上に拡張 して丸 くおさめ

る。

条線の単位数は不明。 備前焼。

挿図番号 遺構番号 器　 種

．口径

慧 曇還 形 一　態 ・ 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

55 S K 42
弥生土器

・＝ヒ璽E

18．2

11．0

18．0

口頸部は滑 らかに外反 して、口

唇部 を丸 くおさめ、下半に刻目

を配す。やや肩が張る長日の胴

部で、上胴部に列点文を配す。

挿図番号 遺構番号 器　 種

口径

慧 曇還 形　　　　　　　　 態 文　 様 ・ 手　 法 備　　 考

56 S K 4 9
瓦質土器

鍋

20．2

（5．9）

22．0

胴部はやや張 り出 し、口縁部は

垂直に立つ。

胴部外面に指頭庄痕が残 る。

57 S K 6 3 ク

18．8

（7．6）

20．0

胴部は張 り出 し、頸部か ら垂直

に立ち、口縁部はやや外反して

端部は丸 くおさめる。

内面頚部に横方向のハケ調整。

外面に指頭庄痕。

挿図番号 遺構番号 器　 種

口径

慧 曇窪 形　 態 ・ 文　 様 手　　　　　　　 法 備　　 考

58 S D l
弥生土器

嚢

22．0
（3．8） 口縁部は強 く外反 し、端部 を若

干外方に拡張 している。

59 ク ク
（9 ．1）

5．8

下胴部は直線的に外上方 に立ち

上がる。

下胴部内面 に指頭庄痕。

60 ク 弥生土器
（2．7）

7．3

厚 目の底部。

挿図番号 遺構番号 器　 種

口径

慧 曇歪 形　　　　　　　 態 文　 様 ・ 手　 法 備　　 考

61 S D l
土師質土器

杯

12．0

3．3

5．4

体部はほぼ直線的に外上方 に立

ち、口縁部に至る。端部は丸 く

おさめる。

内外面 ともロクロナデ調整。

62 ク
土師質土器

鍋

21．4 胴部 より内湾 して立ち、肩部が 口縁部内外面横ナデ調整。

（6．3） 断面三角形に突出する。口縁部

は内傾 し、端部でそ り上が り、

内傾す皐面をなす。

胴部外面斜位の叩 目。
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挿図番号 遺構番号 器　 種

口径

慧 曇 蓬 形　　　　　　　 態 文　 様 ・ 手　 法 備　　 考

63 S D l

土 師質土 器
25 ．0 胴 部 よ り内湾 して立 ち、肩 部 が 外 面上 胴部 か ら口縁部 、 内面 口

（5 ．4 ） 断面三 角形 に突 出す る。 口縁部 縁 部横 ナ デ調整 。内面 胴部 ナ デ

鍋 は内傾 し、 端部 でそ り上 が り、

内傾す る面 を なす。

調 整。胴 部外 面叩 目。

64 ク 〃

20 ．7

（4 ．8）
ク

口縁部 内外 面横 ナデ調 整 。

胴 部外 面叩 目。

内面 ナデ調 整。

65 ク ク

24 ．8

（5 ．5）
胴 部 か ら内傾 して立 ち、 肩部 が

突 出 す る。 口縁 端部 は肥 厚 し、

外 面 上胴 部、 口縁部 内外 面横 ナ

デ調 整。胴 部 内面 ナデ調 整。 外

－

水 平 な面 を なす。 面胴部 叩 目。

66 ク ク

19 ．2

（6 ．6）
胴 部 か ら口縁 部 にか けて内湾 し 口縁部 内外 面 と も横 ナデ 調整 。 外 面 胴部煤 状炭

て立 ち、 肩部 が突 出す る。 口縁

端部 は内傾 して丸 くお さめ る。

上胴部 内面 、横方 向 のパ ケ調整 。 化 物付 着 。

67 ク 〃

28 ．8

（9 ．2）

32 ．2

体部 は内 湾気 味 に立 ち、 口縁 部

は肥厚 す る。端 部 は横 ナデ に よ

って 凹状 を なす。

内外面 と も指頭 庄痕 。

68 ク

土 師質 土器

釜

28 ．8

（6 ．2）
体 部 は 内 湾 気 味 に立 つ 。 幅 約

1 cm の鍔 が真横 に向 けて延 び、

口縁部 は破 損 して い る。

内外 面 と も横方 向 のハ ケ調整 。

鍔 は横 ナ デ調整 。

ノ

6 9 ク ク

13 ．8

（5 ．2）

胴部 は強 く張 り出 し、 口頚部 か

ら垂 直 に立 つ。 口縁 端 部 を外 方

に若 干拡 張 し、 口唇部 は水 平 な

面 をなす 。

内外 面 と も横 ナデ調 整。

7 0 ク ク

17 ．8

（5 ．9）
胴部 が張 り出 し、 口縁 部 はゆ る

や か に内傾 して立 つ。 口唇 部 は

丸 くお さめ る。

頸部 内面 強 いナデ 調整 。

胴部 外面 横方 向 のハケ調 整 。

71 ク

瓦 質土器

捨鉢

2 7 ．2

（6 ．2）
体部 は直線 的 に外 上方 に立 ち、

端部 は外 傾す る面 をなす。

条線 は単 位数 不明 。

外面 指頭 庄痕 。

72 ク

瓦 質土 器

鍋

20 ．8

（4 ．7 ）
胴 部 は若干 張 り出 し、1口縁 部 は

垂 直 に立つ 。 口唇 部 は外傾 す る

面 をなす。

胴部 外面 指頭 圧痕 。

73 〃 捨 鉢 ＿

24 ．8

（6 ．4 ）
体 部 は直線 的 に外 上方 へ立 つ。

端部 を上下 に拡張 し先 端部 は尖

る。

内外 面 ともロ クロナ デ調整 。

粂線 は単 位数 不明 。

備前 系 。

74 ク ク

31 ．2

（5 ．6）
体部 は直線 的 に外 上方 に立 つ。

口縁 部 を上 下 に拡 張 し、上 端部

を丸 くお さめ る。

内外 面 ともロク ロナ デ調整 。 ク

75 〃 ＝量ゴ・笠

11 ．2

（3 ．6）
・頚 部 か ら垂 直 に立 ち、 口縁 部 は

小 玉縁 で ある。

ク ク

76 ク

青磁

碗

（2 ．4 ）

5 ．4

高 さ1 ．3cm の高台 。

畳 付外 面 を削 り、丸 くお さめ る。

内面 か ら高 台 内側 ま で 施粕 す

る。

77 〃 ク
（3 ．3）

高 さ 7 mm の高 台で 、や や内傾 し

て下 りる。高 台内面 を浅 く削 り、

外 底 まで施 和 し、 高台 は部分 的

に粕 がか か る。

4 ．7
体部 は内 湾 して外上 方 に立 つ。 外面鏑 蓮弁 文。
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挿図番号 遺構番号 器　 種

口径

慧 曇歪 形　　　　　　　 態 文　 様 ・ 手　 法 備　　 考

78 S D l
白磁

皿

（1．9）

4 ．4

高台 アーチ状 を呈す。 内面施粕。貫入あ り。

外面露胎。

79 ク 〃

12 ．0
（1．9） 体部 は内湾気味に立ち、口縁部

は外反する。

80 〃 皿

13 ．5 小さく低い高台で削 り出 しも浅 体部中位 まで施和 し、貴人有 り。
唐津系。3 ．9

4．2

い。体部はやや内湾 して外上方

に立つ。口縁部は外反 し、端部

を丸 くおさめる。

見込 に胎土 日有 り。

81 ク 土錘

全　 長 （3．7）

直　 径　 0．9

重量（g） 2．7

円筒形 を呈す。 土師質。

82 S D 8
土師質土器

12．5

4 ．2
体部 は直線的に外上方 に立 ち、 底部は回転糸切 り。

杯

6 ．0

口縁部に至る。端部は細 く仕上

げる。

内外面 ともロクロナデ調整。

83 ク
瓦質土器

鍋

15 ．4

（5．5）
体部 は内湾 して立ち、口縁部は

若干内傾する。端部は内傾する

面をなす。

体部外面指頭庄痕。

84 S E l
土師質土器

15．2

（7．0）
胴部は張 り出さず、口縁部は垂

●

口縁部内外面 とも横ナデ調整。

鍋 直に立ち、肩部が突出する。口

唇部を丸 くおさめる。

胴部外面指頭庄痕。

85 ク 揺鉢

33．0

（9．5）
体部は直線的に外上方へ立ち上

がり、そのまま口縁部に至る。

端部は面をなす。

7 粂 1 単位の粂線を有す。 備前焼。

86 ク ク
（3．8）

．15．0

体部は直線的に外上方へ立つ。 内外面 ともロクロナデ調整。

粂線 は単位数不明。
〃

87 ク

青磁

碗

（2．5）－

5．6

高さ 1 cmの高台で、やや外反 し

て下 りる。畳付外面を削る。

高台外側 まで施軸。

88 ク
白磁

杯

（2．1）

3．2

高さ6 mmの高台。体部下位で屈

曲して立つ。

畳付外面を削 り狭 くする。

ク

89 P l 皿

12．8

3．5

4．2

高さ6mmの高台で垂直に下りる。

体部はほぼ直線的に外上方へ延

び、口縁部はやや内湾して終わる。

見込に砂目有 り。

体部外面中位 まで粕を施す。

唐津系。

90 P 2
土師質土器

皿

13．9

（2．7）
体部は内湾気味に立ち、口縁部

は外反する。端部 を細 く仕上げ

る。

内外面指頭庄痕。

91 ク ク

11．2

2．9
体部 は内湾気味に立ち、口縁部

でやや外反す る。端部は丸 くお

さめる。

口縁部内外面 とも横 ナデ調整。

体部内外面 とも指頭庄痕。

92 P 3
瓦器

椀

12 ．6

．5 ．0
体部 は内湾気味に立ち、口縁部

に至る。端部を丸 くおさめる。

体部外面指頭庄痕。
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挿図番号 遺構番号 器　 種

口径

慧 曇窪 形　　　　　　　　 態 文　 様 ・ 手　 法 嘩　 老

93 P 4
土師質土器

小皿

6．1

1．4
体部は内湾気味 に立ち、口縁部

に至る。端部は丸 くおさめる。

94 P 5
青磁

碗

（3．4）

5 ．0

畳付外面を削 り取る。 見込に印花文有 り。

高台内面内側 まで施粕 し、内外

面貴人有 り。

95 P 6 〃
（1．6）

6 ．6

見込の軸 を円形 に掻 き取 る。

畳付 まで施粕する。

96 P 7 土錘

全　 長　 4．4

直　 径 1．8

重量（g） 3．7

紡錘形 を呈す。 土師質。

97 P 8 士璽E

13．2
（8．0）

頸部 より垂直に立ち、口縁部小

玉縁 を呈す。肩部は強 く張 り出

す。

内外面ともロクロナデ調整。 備前焼。

98 P 9
土師質土器

杯

（2．1）

7 ．2

体部は直線的に外上方に立つ。 ク

99 P lO
青磁

碗

15 ．6

（5．6）
体部 は内湾気味に立ち、口縁部

は外反する。端部 を丸 くおさめ

る。

内外面貫入有 り。

100 P ll
土師質土器

皿

16．4 体部 は内湾 して立 ち、中位で屈 口縁部内外面 とも横ナデ調整。

（4 ．2） 曲 し肥厚する。口縁端部は外反

し丸 くおさめる。 口縁部内面に

稜を形成する。

体部内外面 とも指頭庄痕。

101 P 13
青磁

杯

11．0

（2．0）
体部 は内湾気味に立ち、口縁部

は外反する。端部 を丸 くおさめ

る。

102 ．P 15
土師質土器

甲

15．2

（6．7）
体部か ら内傾 して立ち、肩部が

突出する。口縁端部を丸 くおさ

める。

口縁部内外面 とも横ナデ調整。

第59表　遺構出土石器観察表

挿図番号 遺構番号 器　 種

最大長

慧 璃 至望 材　　　　　 質 特　　　　　　　　　 徴 備　　 考

103 S E l 石斧

7．5

3．5

1．9

89 ．5

緑泥片岩 表面 に若干の研磨痕のある扁平片刃石斧で

あり、刃部は刃こぼれが著 しい。

104 ク 不明

（13 ．5）

3 ．4

3．3

12 2．5

蛇 紋 岩 磨製石斧 の欠損品か。表面 はよく研磨され

ている。
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挿図番号 遺構番号 器　 種

最大長

慧 ！讐）重責望 材　　　　　 質 特　　　　　　　　　 徴 備　　 考

105 S D l 砥石

7．1

5．1

3．5

17 5．0

砂　　 岩 3 面 を使用 している。

106 S K 59 ク

5．9

3．5

8．2

12 4．0

ク 4 面 とも使用 している。

107 S D l ク

7．7

6．5

6．1

47 7．5

頁　　 岩 〃

108 S K 14 石臼

20 ．8

5．4

‘4800．0

砂　　 岩 7 条 1 単位 の揺 目を有す。

第60表　遺構出土木器観察表

挿図番号 遺構番号 器　 種

最大長

盟 戸 最大幅

最大厚

材　　　　　 質 特　　　　　　　　　 徴 備　　 考

109 S E l 火錬板

33 ．8

3 ．2

3 ．0

不　　 明 1 側面に切 り欠ぎを付けた火錬

板。

110 ク 井筒

27．2

26．0

5．6

ク 自然木をくり抜 いて作製してい

る。

第61表　遺構出土金属器観察表

挿図番号 遺構番号 器　 埴

最大 長

慧 ！蝶 望 材　　　　　 質 特　　　　　　　　　 徴 備　　 考

111 S D l 釘

7 ．4

1 ．2

1．1

鉄 断面 は不 整 円形 を呈す 。

112 P 1 2 ク

5 ．6

1 ．2

0 ．7

ク

ご1

ク

113 P 14 〃

3 ．9

1 ．3

0 ．5

ク 上方 に 向け て徐 々 に肥厚 してい

る。

断面長 方形 を呈 す。

114 S D 3 ク

4 ．4

1 ．5

1 ．1

〃 やや弧状 に曲が って い る。

－531－



の　　　　　　の

S Bl

◎

ト0
◎　一F

I

U

F

P

SB2

DL＝7．50m

第235図　SBl・2

－532－

U u



8

E一ご①

l I

エ　　　　＝

の　　　　　　　の

＝　　　　　エ

油が

ー∀

凸　　　　凸

⑳－∀
I

I

l一　　　二

2；25　　　　　　　　2．05

2こ10

2．25

t⊃　　　　　〔〕

U U

S B4

DL＝7．50m

第236図　SB3・4

－533－



の の

l

8－避」聖二㊥

E－◎丁㌃◎一元
1

工

の

／

8－⑧
1．55

S B6

D L＝7．50m

第237図　SB5・6

－534－



S B7

小も

DL＝7．50m　と＿．．‖：　　　　4m

第238図　SB7

－535－



。＿ノ　　　　　　　　　　　J　　　　　＿∀
の
I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【⊃　　　　　【⊃

8－◎上里◎

◎～◎

◎

ト◎丁訂壷

E

g J J t

の　　　　　の

SB8

1・75　庁ヽ1．15

1・40、Ⅶ1．50

◎
1．45

◎一二二二「⑳－F
1．20

1．70
◎」些一秒」蔓

SB9

0

‾F

4m

1　　　1

0‾F u

U

DL＝7．50m　〔．．．l l　　　一一一　　一一一一」

第239図　SB8・9

－536－



1

の　　　　　　の

1　　　　1

8－◎

1・80j
E－　◎

l I

＝　　　　　工

E

日
了」一一一一∩一一一ノ」一一一八＿＿＿＿＿＿＿八＿

－∀

の

1

8－◎
1．30

一一瑠」二些一◎－上里－→◎

1．73
◎

1．40　W　1．50

S Bll

DL＝7．50m

包丁訂針F
J J

－1F

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4rl1

第240図　SBlO・11

－537－



三＝

8　－

0．

の

l

◎

96I

◎

15I

1．65

苛
05i

Q

E一

1．70　　　　　2・02

ー∀

D Q

I l

◎－∀

∴∴喜一＝
1．75

1　　　　1

0　　　　　　　0

－F

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4m

DL＝7．50m　　［．11111　　　　　　1

第241図　SB12

－538－



日－
几ノし

◎

1・9J

帝も

2．40

ー∀

□　　　　　Q

I I

⑳－∀

ll‾ll‾　っ‾mlll1－　－－－1◎－F2．50

J・ム
ーF

SB13

1．45　　1．10

S B14

◎鯉◎－∀

十5

石高◎‾F

0　　　　　　0

－F

DL＝7．50m　0　　　　　　　　　　　　　4m

第242図　SB13・14

－539－



8－

＿〔＿－＿　」　1

－∀

の　　　　　の

1　　　1

8－　◎
2．35

S B15

SB16

DL＝7．50m

戸

【⊃

［

Q D

0　　　　　　　　0

－F

第243図　SB15・16

－540－

i



8－

の　　　　　　の

II

8－◎」二些

8－
の　　　　　　の

1　　　　1

8－　◎

E一◎◎

l I

エ　E－　エ

0　　　　　　0

－F

ロ　ー∀　　D

I I

◎－∀

◎
I

j

l

．！

l

i！

I

l

I

I

i

】

◎

S B18

65

2．00

D L＝7．50m

◎一F
l l

U U

‾F

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4m

L．．．＿＿＿＿l＿＿．＿＿⊥＿：　　　　　　　　　－」

第244回　SB17・18

－541－



ト三「‾‾二三二二二二

1．65　＼♂1・75

D L＝7．50m

0

の

1

－◎

1・5ま

ま
801

＼1・18
◎

lo・92

◎　－F

I

U

第245回　SB19・20

－542－



の

8－

の

l

8－0」二竺一◎一1些

S B21

凸　　　　　D

I l

◎－∀

F

1．80

‾∀

凸　　　凸

◎」塑＿志＿∀　－

S B22

D L＝7．50m

第246図　SB21・22

－543－



了

2．10
◎－F

i

U

－F

「」‥‾　‾‾t√

SB23

日－
J　　　　　　」

－∀

1．85

S B24

Q

I

◎　一∀

DL＝7．50m

㌔

第247図　SB23・24

－544－



三二
】

＝

1・90　、）　　2．00

E

4m

凸

I

∀LP

1．50　瓜1．33

E一日「二元‾
l

エ

E－

◎
1・90　㌻11・50

S B26

◎

DL＝7．50m OL

U u

U L‾l・JUH l l l　．　題　；　　　　　　　　＿　！

第248図　SB25・26

－545－



‡ニ

日

E

1．85　　／n　1．75

S B27

の

I

：。ア
◎

00I

◎・

l

工

／1・

雨鞋◎

い・
－㊨

1・20I

U

F凸　　　　　　凸

I I

◎　－∀

DL＝7．50m　0　　　　　　　　　　　　　　4m
l　．．．1；　　　　　　　　　　　」

第249図　SB27・28

－546－



ー∀

O D

の　　　　　　　の

I l

g一電〉

1．201

2・2了
E－◎－

1

工

E

、人も

S B29

0　　　　　　0

－F

2．20　　　　　1．95

工

E－　6－－「－●
1．35

1

工

1．70

S B30

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4m
DL＝7．50m　1．．．．；　　　　　＿　什i

第250図　SB29・30

－547－



I

I

三一二二

〕

8

1．55 ◎一一う五一⑳－F

U u

D L＝7．50m7　．．1．；　　　　　　　　－‾j

第251図　SB31・32

－548－



〔〕　　　　　　（⊃

S B34

DL＝7．50m

U

第252図　SB33・34

－549－



∀

の

l

＝∵

U U

S B36

D L＝7．00m

第253図　SB35・36

－550－



の

I

l
l

＝

D D

I I

◎　－∀

S B38

DL＝7．00m

第254図　SB37・38

－551－

◎　－F

l I

U u

ll

［

l
I

く



「
恵

I

C．

の　　　　　　の

・
．

工　　　　　　エ

1．65

G

S B39

S B40

D L＝7．00m

第255図　SB39・40

－552－



8－

〔⊃　　　　　　　　　〔〕

2．01　　　　1．97

の

1・99　、y　　　2．00

S B41

綿転

U u

ー∀

【⊃　　　　　　　　l⊃

S B42

DL＝7．00m

第256図　SB41・42

－553－



の

＝　　　　　　　　エ

E－　　　SB43

1・89　　＿　1．91

【⊃　　　　　　　　【⊃

◎－∀

U u

S B44

D L＝7．00m

第257図　SB43・44

－554－



－　　L l、IJ

日－

√ノ一一へ

－∀

ト「J一十F
S B46

DL＝7．00m

第258図　SB45～47

－555－



の

日‾ノし＿＿　：　＿＿」t‾∀

の　　　　　　　　　　〔⊃

8－　◎
1．90

S B48

◎　－∀

1．85　　ノへ　1．72

与

JPブナ

1．63　W　1．75

S B49

DL＝7．00m

⊂〕

［

F
I

U

凸　　　　　　　　□

U u

第259図　SB48・49

－556－



l

l

壬

◎　ノア′‘z

◎

◎

S B50

D L＝7．00m

第260図　SB50

－557－



‾L

S Kl

第I層　灰色粘質土

第Ⅱ層　暗灰色粘質土

S K3

DL＝7．50m

第261図　SKl～4

－558－

l



A

・・1・

h

n

ヤ

1

第工層　茶灰色粘質土

第Ⅱ層　灰色粘質土

S K8

D L＝7．50m

第工層　灰褐色粘質土

第Ⅱ層　暗灰褐色粘質土

S K6

第262図　S K5～8

－559－



DL＝7．50m

第263図　SK9

－560一



∴「二二‾…

A‾「∈逗＝尋‥B
第I層　灰褐色粘質土（ピット埋土）

第Ⅱ層　暗灰褐色粘質土（SKlO埋土）

S KlO

㌔企盛√

ヽ＿＿＿＿′
SK12

S Kll

DL＝7．50m

第264図　SKlO～12

－561－



UU

A一遇二一B
第工層　黄灰色粘質土

第Ⅱ層　淡灰褐色シルト

第Ⅲ層　灰褐色砂質土

第Ⅳ層　灰褐色細砂

S K13

A一言 －B

【⊃

I

B＼
l

U 第工層　灰褐色粘質土
（SK16埋土）

第Ⅱ層　濃灰褐色粘質土
（ピット壇土）

第265図　SK13～16

－562－



A－

‾　　　　　　　　＼
S K17

－B A－

A－

Mを

A－∈9－B
A－

‾＼－＿＿＿＿＿／‾

S K20

－B

二≡
－B

‾＼＿＿　＿　」′‾

S K19

【〕

l

叶〃

二l　▼．－

1●

SK21

B＼

D L＝7．50m

第I層　灰褐色粘質土

第Ⅱ層　黄灰褐色粘質土

第Ⅲ層　暗灰褐色粘質土

第Ⅳ層　濃灰褐色粘質土

（ピット埋土）

第266図　SK17～22

－563－



＞

l

十

叶～

二
I

●I

S K23

第工層　灰色粘質土

第Ⅱ層　灰褐色粘質土

第Ⅲ層　暗灰褐色粘質土

SK26

A一癖二耳
A－

‾＼ノ
S K24

－B

帝鞋

皿　M・N

m転

l

l

く

S K25

ll

l，

I

く

第I層　濃灰褐色粘質土

第Ⅱ層　灰褐色粘質土

＼

第267図　SK23～29

－564－



第工層　濃灰褐色粘質土

第Ⅱ層　灰褐色粘質土

S K30

S K32

小もA－◎－B
A－ －B

〕
S K34

怠ル
l●

工
A一二日

第工層　灰色粘質土（ピット埋土）

第Ⅱ層　淡黄灰褐色粘質土

第Ⅲ層　黄灰褐色粘質土

第Ⅳ層　灰褐色粘質土

S K33

l

U

A一座－B／ル
A一　　　　　　　　　　　　一日

「一一一一一一へ」＿＿′√

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4m
DL＝7．50m．l l　1．．．i i

第268図　SK30～36

－565－



－B

‾ミ重訂‾

E－ －F

‾「し　　＿＿一′‾

第I層　灰褐色粘質土

第Ⅱ層　暗灰褐色粘質土

第工層　灰色粘質土

第Ⅱ層　灰褐色粘質土

S K39

DL＝7．50m

第269図　SK37～40

－566－



A信
A－

A

A

叫も

－B

ーB

ヽノ二＿＼√
S K41

】

U

S K43

U

A「‾で琵グ‾‾B
O

DL＝7．50m

〔〕

l

B＼
l

U

B

【⊃

l

＼
1

0

】　叫ル

＝二！

S K42

A「」＿＿「‾B

S K44

第工層　灰褐色粘質土（ピット埋土）

第Ⅱ層　淡灰褐色粘質土

第Ⅲ層　暗灰褐色粘質土

S K45

第270図　SK41～45

－567－



＋．＿、

A一任－B
A－

＼　J
S K49

－B

F‾晦‾苛

A－

S K51

侶
創
…
…
判

A一一　＼　ノーB
S K47

DL＝7．50m

A一一＼一＞ノーノーーB

SK48

第271図　SK46～53

－568－



第工層　灰色粘質土

第Ⅱ層　灰褐色粘質土

DL＝7．50m

！柚
－B

S K60

甘匡－B
A－ －B

L√
S K55

第272図　SK54～62

－569－



長一1・竿一寸∴こ

A－

A

A

「　」　ノー一一一ノ‾

S K63

－B

llt二二二

一I≠－
0

－－、二－－　＿ノ‾

S K66

B

B

【⊃

1

1

0

＼　　　　　－

D L＝7．50m

第I層　灰褐色粘質土

第Ⅱ層　暗灰褐色粘質土

S K64

や

＼

S K67

第273図　SK63～67

－570－



l

柾．再

転
A

A－

⊂】

l

M軋？
－B

l

U

B

＞

B冒し
l

U

B

「√‾「

S K70

A＿ －B

‾＼　　J

S K72

DL＝7．50m

A－

A

二も
S K69

t⊃

∴
U

⊂】

！

】

U

【⊃

ヾ一二二

－B

A－　　　　　　　－B
一　＼　　；　±′‾

S K71

l

U

∴＼≡二
U U

A－　　　　　　　　　－B

‾＼一、ィ一・一一ノー

S K73

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4m

第274図　SK68～73

－571－



！

G－

S D2

－H

－P
O「⊥＼＿＿ノ」

S D6

a r－　　　　－b

‾‾ヽ＿ノ′‾l

S Dll

D E－

第I層　灰褐色粘質土　　　　　SD1

第Ⅱ層　赤灰褐色粘質土

第Ⅲ層　暗赤褐色粘質土

第Ⅳ層　暗灰褐色粘質土

第Ⅴ層　黒灰色粘黄土

－J
‾‾、ヽ＿′・l

SD3

K－

‾‾＼ノ【・．

SD4

ーL M一一一一一＼＿／一一二一一一一N

S D5

Q－－＼ノーーR S－　＼　　　／　　T
SD7　　　　　　　　　　　　SD7

W－ －X
‾‾ヽ＿＿′－

SD9

Y－　　　　－Z
‾’‾＼＿′・‾

SDlO

－d e一　　　　一千

‾ヽ－′‾

SDll

DL＝7．50m

「」ノ‾

SD12

g－　　　　－h

「J「
S D13

第275図　SDl～14

－572－



第I層　暗黄褐色粘質土

第Ⅱ層　灰褐色細砂

第Ⅲ層　黒褐色粘質土

第Ⅳ層　黄褐色粘質土

第Ⅴ層　暗灰荒砂

第Ⅵ層　青灰色細砂

第Ⅶ層　茶褐色砂礫

第Ⅷ層　暗褐色砂礫

DL＝7・50mヒ二三コー「一丁十一一一一＿二二∃m

第276図　SE1

－573－



す〆
A－◎一一一そ ⑳－◎　－B

「1

－I

団

SA2

DL＝7．00m

◎‾D

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4m

第277図　SAl・2

－574一



r

‾′－、ノ‾‘－・「一、一一一‾－l

＿′㌧大ノLA！㌧
l

：‾‾l干

＼　　J　；5

／易

＼観ク

第278図　第Ⅱ層　出土遺物

－575－



＼＼、㍉

≡‾二
芸二三一「＿＿‾

＼、t上玉∴＼∈＝Eプ∴、t＝占去

「畢ヲ、、＼、∃壷宕
27

＼、＼＼＼＼』♂

第279図　第Ⅱ層　出土遺物

一576－



「「。－

「33 ⊂こ＝

第280図　第Ⅱ層　出土遺物

－577－



㊦。5

、＼七二「担三石㌔

1

）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ’篭＝

lノ

　 、　　　、

誌 担 ぎ ‡ 滞 三 一ム

ー、　　ヽヽ

lい ， こ 、‘瘍 て ‾

4 7

、、一一、

第281図　SB5・20・26・29・30、SK4・7・9・11・．12・14　出土遺物

－578－



′

＼」　』　ム

二二三∵
〒＝王⊇亮

＼ヽ

肝

／／ ／！　 5 4

」上コ6。
20cm

第282図　SK22・29・36・39・40・42・49・63、SDl　出土遺物

一579－



≡干；．1

第283図　SDl　出土遺物

－580－



＿＿＝＝＝＝＝二二二こ＝‾ニ

二三「

l二二、11二一二＿＿二：lll⊥

二〒‾－

／／74

20cm



竿「

、琴車重三石8

＼＼亡妄言

＼、　「詔

三‾‾‾　二

解二二7／／
ゝ∈走者

20cm

第285図　SDl・8、SEl　出土遣物

一582－



てこ＝⊆⊇ク93

ヽ迂：ノ‾‾し」苧二二95 （り96

＼≒≡∃＝二∠ク霊′

7

、．二二禿

20cm



⊂ 03

「105

l

〔

！「106
0

第287図　SK59、SDl、SEl　出土遺物

－584一



1plィ、′リ　ー1－．7．

馳疇嘩時轡
l

ィー

‾、　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

107

第288図　SK14、SDl　出土遺物

－585－



○…
〇日2

0114

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10cm

第289図　SDl・3、SEl、P12・14　出土遺物

一586－



l　▼．、

執　筆　分　担

1．Loc．22

2．Loc．23

3．Loc．25

4．Loc．26

5．Loc．28

6．Loc．30

7．Loc．31

8．Loc．32

9．Loc．33

廣田

角谷

出原

出原

角谷

松田

松田

下村

下村

高知空港拡張整備事業に伴う

埋蔵文化財発掘調査報告書

田村遺跡群第　8　分冊

本　文　Ⅷ

1986年3月31日

編集・発行　高知県教育委員会

印　　刷　西村　謄写　堂


